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Ⅰ．はじめに                                               

１．策 定 の背 景 ・目 的  

２ ０ １ ５ 年 （ 平 成 ２ ７ 年 ） に 大 村 市 の 人 口 の 現 状 を 分 析 し 、 市 民 と 人

口 問 題 を共 有 するとともに、今 後 目 指 すべき将 来 の方 向 や人 口 の将 来

展 望 を 示 した 「 大 村 市 人 口 ビジ ョン 」 に基 づき 、 「 子 育 て しやすい まち づ

く り 」 「 魅 力 あ る し ご と づ く り 」 「 住 ん で み た い 、 訪 れ て み た い ま ち づ く り 」

「 安 全 ・ 安 心 で 快 適 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 」 を 基 本 目 標 と し た 「 大 村 市

まち・ ひと ・し ごと 創 生 総 合 戦 略 」 を 同 年 １２ 月 に 策 定 し、 様 々な 取 組 を

行 ってきた。 

その結 果 、 本 市 の 人 口 ※ １ は、２０１５ 年 （平 成 ２７ 年 ） の ９２, ７５７人 か

ら２０ １９ 年 （ 令 和 元 年 ） は ９５ ，０６ ２ 人 と なり （ 約 ２ ，３ ００ 人 増 ）、 １９ ７０

年 （ 昭 和 ４ ５ 年 ） か ら 約 ５ ０ 年 間 人 口 が 増 え 続 け て い る 。 し か し な が ら 、

本 市 の 人 口 ビジ ョン では、２ ０２０ 年 （ 令 和 ２ 年 ）の 人 口 は９ ７，０１ １ 人 と

しており、予 想 を下 回 る 状 況 にある。 

国 の 人 口 は 、 ２ ０ １ ５ 年 （ 平 成 ２ ７ 年 ） か ら ２ ０ １ ９ 年 （ 令 和 元 年 ） ま で

で約 ９６万 人 減 少 しており、長 崎 県 の人 口 も約 ５万 人 減 少 している。  

２ ０ １ ３ 年 （ 平 成 ２ ５ 年 ） の 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 の 将 来

人 口 推 計 によれば、本 市 の人 口 も ２０２０年 （令 和 ２年 ） をピークに減 少

に転 じ、 ２ ０６０ 年 （ 令 和 ４ ２ 年 ）に は７６ ，９３７ 人 にまで 減 少 するとさ れて

いる。２０１８年 （ 平 成 ３０ 年 ）の 推 計 に おいては 、２０６０年 （ 令 和 ４２ 年 ）

に は７ ９ ， ８ ５ ５ 人 に ま で 減 少 す る と さ れ 、 本 市 の 人 口 増 加 に 合 わ せ て 修

正 されている。 

このような背 景 のなか、第 １期 の総 合 戦 略 が最 終 年 度 と なることから、

今 後 の展 望 を踏 まえ、 「第 ２期 総 合 戦 略 」を策 定 する。 

 

２．計 画 の期 間  

第 2 期 総 合 戦 略 の計 画 期 間 は、本 市 の次 期 総 合 計 画 ※ ２ との整 合

性 を 確 保 す る た め 、 ２ ０ ２ ０ 年 度 （ 令 和 ２ 年 度 ） か ら ２ ０ ２ ５ 年 度 （ 令 和 ７

年 度 ）までの６年 間 とする。  
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＜ 参 考 ＞  

※ １  大 村 市 の 推 計 人 口  

２ ０ １ ５ 年 （ 平 成 ２ ７ 年 ） の 国 勢 調 査 に お け る 本 市 の 総 人 口 ９ ２ ， ７ ５ ７ 人 を 基

礎 と し て 、 毎 月 の 出 生 ・ 死 亡 ・ 転 入 ・ 転 出 を 加 減 し て 算 出 し た 推 計 人 口 は 、 ２ ０

１ ９ 年 （ 令 和 元 年 ） で ９ ５ ， ０ ６ ２ 人 に な る 。  

 

※ ２  大 村 市 総 合 計 画  

本 市 が 目 指 す 将 来 像 を 明 ら か に し 、 そ の 実 現 の た め の 基 本 的 な ま ち づ く り の

方 向 性 を 示 す 「 基 本 構 想 」 と 「 基 本 構 想 」 に 掲 げ た 将 来 像 を 実 現 す る た め の 具

体 的 な 施 策 の 内 容 や 達 成 目 標 を 体 系 的 に 示 す 「 基 本 計 画 」 で 構 成 し て い る 。  

第 ５ 次 総 合 計 画  

基 本 構 想 の 計 画 期 間 ： ２ ０ １ ６ 年 度 ～ ２ ０ ２ ５ 年 度  

（ 平 成 ２ ８ 年 度 ～ 令 和 ７ 年 度 ）  

基 本 計 画 の 計 画 期 間 ：  （ 前 期 ） ２ ０ １ ６ 年 度 ～ ２ ０ ２ ０ 年 度  

（ 平 成 ２ ８ 年 度 ～ 令 和 ２ 年 度 ）  

（ 後 期 ） ２ ０ ２ １ 年 度 ～ ２ ０ ２ ５ 年 度  

（ 令 和 3 年 度 ～ 令 和 ７ 年 度 ）  
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Ⅱ．基 本 的 な考 え方                                          

１．人 口 の現 状  

大 村 市 の 人 口 は 、 １ ９７ ０ 年 （ 昭 和 ４ ５ 年 ） 頃 から 毎 年 約 １ 千 人 単 位

で増 加 を続 けていたが、その後 、２００５ 年 （平 成 １７年 ）から年 間 ５ 百 人

程 度 と緩 やかな増 加 に転 じている 。 

近 年 で は 出 生 数 が ほ ぼ 横 ば い で 推 移 す る 中 、 死 亡 数 は 増 加 し て い

るため、今 後 は自 然 減 に転 ずるものと思 われる 。 

社 会 増 減 について は、 県 外 自 治 体 （ 特 に福 岡 ・ 東 京 など ） への転 出

より も 県 内 自 治 体 （ 特 に 隣 接 自 治 体 ） から の 転 入 が 上 回 って い るた め 、

社 会 増 となっている 。 

年 齢 別 の 社 会 移 動 を見 ると 、 進 学 ・ 就 職 の 時 期 にあた る １ ５歳 ～ ２４

歳 の転 出 超 過 が顕 著 であるが、他 の年 齢 では転 入 超 過 となっている。  

高 齢 化 率 （ 総 人 口 に お け る ６ ５ 歳 以 上 の 人 口 の 割 合 ） は 、 ２ ０ １ ５ 年

（ 平 成 ２ ７ 年 ） の ２ ２ ． ８ % （ 国 ２ ６ ． ２ ％ 、 長 崎 県 ２ ９ ． ５ % ） か ら ２ ０ １ ９ 年

（ 令 和 元 年 ） は ２ ４ ． ８ % （ 国 ２ ８ ． ２ % 、 長 崎 県 ３ ２ ． ３ % ） と な り 、 高 齢 化

が進 んでいる。 

 

2．人 口 減 少 対 策  

長 崎 県 内 １３ 市 の 中 で唯 一 増 加 し 続 ける人 口 を、更 に増 加 させるた

め 、 「 子 育 て 支 援 の 充 実 」 「 雇 用 の 確 保 」 「 活 気 あ る ま ち づ く り 」 を 大 き

な柱 として、出 生 数 の増 加 や定 住 人 口 の増 加 に取 り組 む。  

出 生 数 の増 加 については、これまで以 上 に、子 どもを生 み育 てる環 境

の 充 実 が 重 要 で あ る 。 そ の た め 、 出 会 い か ら 結 婚 、 妊 娠 、 出 産 、 子 育 て

まで、 切 れ目 のない支 援 や環 境 の充 実 を図 り、 「命 を産 み・ 育 て・ 守 る」

まちづくりに取 り組 む。 

定 住 人 口 の 増 加 に つい て は、 働 く 場 の 確 保 など 、し ごと づく りが 重 要

であ る 。そ の た め、 新 工 業 団 地 の 企 業 誘 致 や 地 場 産 業 の 支 援 、 ２０ ２ ２

年 度 （ 令 和 ４ 年 度 ） の 新 幹 線 開 業 に 向 け た ま ち づ く り を 進 め 、 雇 用 の

確 保 や 魅 力 あ る し ご と づ く り に 取 り 組 む 。 ま た 、 将 来 的 な 移 住 に 向 け た

裾 野 を拡 大 するために、 関 係 人 口 の創 出 と拡 大 ※ 3 を図 る。 

さらに、交 通 の利 便 性 向 上 など快 適 な 都 市 環 境 の 整 備 や 、すべての

人 が活 き活 きと暮 らせるまちづくりに取 り組 む。 
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３．新 たな視 点  

国 の第 ２期 総 合 戦 略 においては 、新 たな視 点 として、 「地 方 への人 の

流 れの強 化 」として、関 係 人 口 の創 出 ・拡 大 やＳｏｃ ｉｅｔｙ５．０ ※ 4 の実 現

に 向 け た 技 術 の 活 用 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を 原 動 力 と し た 「 誰 も が 活 躍 で き る 地 域

社 会 をつくる」等 が 示 されている。 

また、 長 崎 県 の第 ２期 総 合 戦 略 においても同 様 の視 点 が取 り入 れら

れ、２０４０年 問 題 ※ 5 について触 れられている 。 

本 市 に お い て も 以 下 の 視 点 を 取 り 入 れ な が ら 基 本 目 標 に 掲 げ る 取

組 を推 進 していく。  

 

（１）関 係 人 口 の創 出 ・拡 大  

スポーツ の 合 宿 や 大 会 の 誘 致 等 に 加 え、 地 方 創 生 テレ ワ ークの

推 進 や オ ン ラ イ ン の 活 用 に よ る 「 関 係 人 口 の 創 出 ・ 拡 大 」 を 図 る 。

ま た 、 本 市 へ の 資 金 の 流 れ を 創 出 ・ 拡 大 す る た め 企 業 版 ふ る さ と

納 税 ※ 6 の活 用 を推 進 する。  

 

（２）Ｓｏｃ ｉｅｔｙ５．０の実 現 に向 けた先 端 技 術 の活 用  

モ ノ や サ ー ビ ス の 生 産 性 や 利 便 性 を 高 め 、 産 業 や 市 民 生 活 の

質 を 向 上 さ せ る た め 、 DX( デ ジ タ ル ・ ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン ) ※ 7 を

活 用 した取 組 を推 進 する。 

 

（３）SDGs を原 動 力 とした地 方 創 生 の推 進  

２０３０年 （令 和 １２ 年 ）までに 達 成 すべ き国 際 社 会 全 体 の 普 遍

的 な目 標 として国 連 サミットで採 択 さ れたＳＤＧ ｓ ※ 8 を本 市 の取 組

に結 びつけ、 「 誰 一 人 とし て 取 り 残 さな い」 社 会 の 実 現 を 目 指 す た

めに、民 間 企 業 や関 係 団 体 、市 民 と連 携 を図 る。  
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＜ 参 考 ＞  

※ ３  関 係 人 口 の 創 出 と 拡 大  

２ ０ １ ８ 年 （ 平 成 ３ ０ 年 ） １ 月 ２ ６ 日 付 け 総 務 省 が 公 表 し た 「 こ れ か ら の 移 住 ・

交 流 施 策 の あ り 方 に 関 す る 検 討 会 報 告 書 」 に お い て 、 「 関 係 人 口 」 と は 、 移 住 し

た 「 定 住 人 口 」 で も な く 、 観 光 に 来 た 「 交 流 人 口 」 で も な い 、 地 域 や 地 域 の 人 々

と 多 様 に 関 わ る 人 々 と さ れ て い る 。 人 口 減 少 や 高 齢 化 に よ る 地 域 づ く り の 担 い 手

不 足 と い う 課 題 に 対 し て 、 「 関 係 人 口 」 と 呼 ば れ る 地 域 外 の 人 材 が 地 域 づ く り

の 担 い 手 と な る こ と が 期 待 さ れ て い る 。  

 

※ 4  Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ ５ ． ０  

サ イ バ ー 空 間 （ 仮 想 空 間 ） と フ ィ ジ カ ル 空 間 （ 現 実 空 間 ） を 高 度 に 融 合 さ せ た

シ ス テ ム に よ り 、 経 済 発 展 と 社 会 的 課 題 の 解 決 を 両 立 す る 、 人 間 中 心 の 社 会

（ Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ ） 。 狩 猟 社 会 （ Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ １ ． ０ ） 、 農 耕 社 会 （ S o c i e t y 2 . 0 ） 、 工 業 社

会 （ S o c i e t y 3 . 0 ） 、 情 報 社 会 （ S o c i e t y 4 . 0 ） に 続 く 、 新 た な 社 会 を 指 す も の 。  

 

※ 5  ２ ０ ４ ０ 年 問 題  

我 が 国 に お い て 、 ２ ０ ４ ０ 年 （ 令 和 ２ ２ 年 ） に 高 齢 者 数 の ピ ー ク を 迎 え る こ と が

見 込 ま れ て お り 、 こ の ま ま 人 口 減 少 が 推 移 し た 場 合 は 、 社 会 保 障 や 働 き 方 、 教

育 、 産 業 振 興 な ど の 様 々 な 分 野 に お い て 、 国 民 生 活 に 影 響 を 及 ぼ す 恐 れ が あ る

こ と が 想 定 さ れ て い る 。  

 

※ 6  企 業 版 ふ る さ と 納 税  

『 企 業 版 ふ る さ と 納 税 』 と は 、 企 業 が 自 治 体 に 寄 付 を す る と 税 負 担 が 軽 減 さ

れ る 制 度 の こ と 。 正 式 な 名 称 は 『 地 方 創 生 応 援 税 制 』 と い い 、 自 治 体 の 実 施 す

る 「 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 寄 附 活 用 事 業 」 に 企 業 が 寄 付 を す る と 、 寄 付 額 の 最

大 9 割 が 税 額 控 除 さ れ る 仕 組 み 。  

 

※ ７  D X ( デ ジ タ ル ・ ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン )  

    『 D X ( デ ジ タ ル ・ ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン ) 』 と は 、 I T の 浸 透 が 、 人 々 の 生 活 を あ  

   ら ゆ る 面 で よ り 良 い 方 向 に 変 化 さ せ る こ と を 意 味 す る 。  
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※ 8  Ｓ Ｄ Ｇ ｓ  

貧 困 の 撲 滅 、 環 境 保 護 な ど １ ７ の ゴ ー ル か ら な る 、 持 続 可 能 な 開 発 目 標

（ S u s t a i n a b l e  D e v e l o p m e n t  G o a l s ） 。  
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〔 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の １ ７ の ゴ ー ル 〕  

ゴ ー ル  趣 旨  

 

貧 困 を な く そ う  あ ら ゆ る 場 所 の あ ら ゆ る 形 態 の 貧 困 を 終 わ ら せ る 。  

 

飢 餓 を ゼ ロ に  
飢 餓 を 終 わ ら せ 、 食 料 安 全 保 障 及 び 栄 養 改 善 を

実 現 し 、 持 続 可 能 な 農 業 を 促 進 す る 。  

 

す べ て の 人 に  

健 康 と 福 祉 を  

あ ら ゆ る 年 齢 の す べ て の 人 々 の 健 康 的 な 生 活 を 確

保 し 、 福 祉 を 促 進 す る 。  

 

質 の 高 い 教 育  

を み ん な に  

す べ て の 人 々 に 包 摂 的 か つ 公 正 な 質 の 高 い 教 育 を

提 供 し 、 生 涯 学 習 の 機 会 を 促 進 す る 。  

 

ジ ェ ン ダ ー 平 等

を 実 現 し よ う  

ジ ェ ン ダ ー （ 社 会 的 ・ 文 化 的 性 差 ） 平 等 を 達 成 し 、

す べ て の 女 性 及 び 女 児 の エ ン パ ワ ー メ ン ト （ 能 力 強

化 ） を 行 う 。  

 

安 全 な 水 と ト イ

レ を 世 界 中 に  

す べ て の 人 々 の 水 と 衛 生 の 利 用 可 能 性 と 持 続 可

能 な 管 理 を 確 保 す る 。  

 

エ ネ ル ギ ー を  

み ん な に そ し て  

ク リ ー ン に  

す べ て の 人 々 の 、 安 価 か つ 信 頼 で き る 持 続 可 能 な

近 代 的 エ ネ ル ギ ー へ の ア ク セ ス を 確 保 す る 。  

 

働 き が い も  

経 済 成 長 も  

包 摂 的 か つ 持 続 可 能 な 経 済 成 長 及 び す べ て の

人 々 の 完 全 か つ 生 産 的 な 雇 用 と デ ィ ー セ ン ト ・ ワ ー

ク （ 働 き が い の あ る 人 間 ら し い 雇 用 ） を 促 進 す る 。  
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産 業 と 技 術 革

新 の 基 盤 を つ く

ろ う  

レ ジ リ エ ン ト （ 強 靭 ） な イ ン フ ラ 構 築 、 包 摂 的 か つ 持

続 可 能 な 産 業 化 の 促 進 及 び イ ノ ベ ー シ ョ ン の 推 進

を 図 る 。  

 

人 や 国 の 不 平

等 を な く そ う  
各 国 内 及 び 各 国 間 の 不 平 等 を 是 正 す る 。  

 

住 み 続 け ら れ る  

ま ち づ く り を  

包 摂 的 で 安 全 か つ レ ジ リ エ ン ト （ 強 靭 ） で 持 続 可 能

な 都 市 及 び 人 間 居 住 を 実 現 す る 。  

 

つ く る 責 任  

つ か う 責 任  
持 続 可 能 な 生 産 消 費 形 態 を 確 保 す る 。  

 

気 候 変 動 に  

具 体 的 な 対 策

を  

気 候 変 動 及 び そ の 影 響 を 軽 減 す る た め の 緊 急 対

策 を 講 じ る 。  

 

海 の 豊 か さ を  

守 ろ う  

持 続 可 能 な 開 発 の た め に 海 洋 ・ 海 洋 資 源 を 保 全

し 、 持 続 可 能 な 形 で 利 用 す る 。  

 

陸 の 豊 か さ も  

守 ろ う  

陸 域 生 態 系 の 保 護 ・ 回 復 ・ 持 続 可 能 な 利 用 、 森

林 の 持 続 可 能 な 管 理 、 砂 漠 化 へ の 対 処 、 土 地 劣

化 の 防 止 ・ 回 復 、 生 物 多 様 性 損 失 の 防 止 を 図 る 。  

 

平 和 と 公 正 を  

す べ て の 人 に  

持 続 可 能 な 開 発 の た め の 平 和 で 包 摂 的 な 社 会 を

促 進 し 、 す べ て の 人 々 に 司 法 へ の ア ク セ ス を 提 供 し 、

あ ら ゆ る レ ベ ル に お い て 効 果 的 で 説 明 責 任 の あ る

包 摂 的 な 制 度 を 構 築 す る 。  

 

パ ー ト ナ ー シ ッ プ

で 目 標 を 達 成  

し よ う  

持 続 可 能 な 開 発 の た め の 実 施 手 段 を 強 化 し 、 グ ロ

ー バ ル ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 活 性 化 す る 。  
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Ⅲ．施 策 展 開 の方 針                                         

１．基 本 目 標  

第 １期 大 村 市 まち・ひと・しごと創 生 総 合 戦 略 に引 き続 き、 将 来 を担

う 若 者 の 定 住 と 転 入 の 促 進 に 果 敢 に 挑 み 、 「 大 村 市 人 口 ビ ジ ョ ン 」 で

示 し た 「 ２ ０ ２ ５ 年 （ 令 和 ７ 年 ） の 人 口 １ ０ 万 人 」 を 目 指 し 、  長 崎 県 を け

ん引 するトップランナーとして、「行 きたい！働 きたい！住 み続 けたい！」まち

大 村 の実 現 に向 けて、次 の４つの基 本 目 標 で施 策 を推 進 する。  

 

（１）結 婚 ・出 産 ・子 育 ての希 望 をかなえる まちづくり 

若 者 が 自 ら の ラ イ フ ス タ イ ル に 応 じ 、 出 会 い か ら 結 婚 ・ 妊 娠 ・ 出

産 ・ 子 育 て の 希 望 をかな えられ る よ う、 切 れ 目 のな い 支 援 に取 り 組

む。また、未 来 を担 う子 どもたちを育 てる環 境 の充 実 を図 る。  

 

（２）安 心 して働 けるまちづくり  

誰 もが 自 ら のしごと に生 き がいを 感 じ、 新 たな 目 標 に 挑 戦 できる

ような しごと をつ くり 育 て る。 また、 人 材 育 成 や 経 営 支 援 な どに 取 り

組 み、 人 材 や 雇 用 の 確 保 を 図 る。さ ら に、 販 路 拡 大 やブラ ンド 化 な

どによる取 組 を推 進 し、所 得 向 上 を図 る。  

 

（３）住 んでみたい、訪 れてみたい まちづくり 

大 村 市 の 特 色 あ る 観 光 資 源 や 空 港 ・ 高 速 道 路 ・ 整 備 が 進 む

新 幹 線 な ど 、 高 速 交 通 の 要 衝 の 地 と し ての 優 位 性 を 最 大 限 に 活

か し 、 本 市 の 魅 力 を 効 果 的 に 発 信 す る こ と で 、 国 内 外 か ら 新 し い

人 の 流 れを 創 る 。 ま た、 大 村 湾 流 域 市 町 と 連 携 し た 取 組 を推 進 し

ていく。 

 

（４）ひとが集 う、安 心 して暮 らすことができる魅 力 的 なまちづくり  

九 州 新 幹 線 西 九 州 ルートの開 業 を見 据 え 、居 住 と 都 市 機 能 を

適 正 に 立 地 す る 「 立 地 適 正 化 計 画 」 に 基 づ く 取 組 や 、 利 便 性 の

高 い 「 公 共 交 通 ネ ット ワ ー クの 再 構 築 」に 取 り 組 み 、 魅 力 的 な ま ち

づくりを進 めていく 。 

また、地 域 コミュニティ機 能 の再 生 や、高 齢 者 を住 み慣 れた地  
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域 で 包 括 的 に 支 援 す る 「 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 」 を 推 進 し 、 地 域

住 民 が安 全 ・安 心 で活 き活 きと暮 らせるまちづくり に取 り組 む。 

スポ ー ツ によ る 地 域 の 活 性 化 を 推 進 し 、 生 涯 に わ た り 元 気 で 健

康 に 暮 ら し て い け る 環 境 づ く り に 取 り 組 む 。 さ ら に 、 若 者 の 流 入 や

定 着 を図 るため、大 学 等 の誘 致 を推 進 し、関 係 人 口 の創 出 ・拡 大

を目 指 す。 

 

２．取 組 体 制  

市 長 を 本 部 長 と す る「 大 村 市 ま ち ・ ひ と・ し ごと 創 生 本 部 」 に お いて、

総 合 戦 略 の策 定 、戦 略 の推 進 等 を担 う。 

ま た 、 産 業 界 、 大 学 、 金 融 機 関 等 の 有 識 者 で 構 成 す る 「 大 村 市 ま

ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 検 討 委 員 会 」 に お い て 、 施 策 の 成 果 ・ 効 果 等 を 客

観 的 に検 証 する。  

 

３．進 捗 管 理  

年 度 ご と に 施 策 や 事 業 の 進 捗 状 況 確 認 ・ 効 果 検 証 を 行 い 、 「 大 村

市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 検 討 委 員 会 」 の 意 見 を 踏 ま え 、 必 要 に 応 じ て

総 合 戦 略 の見 直 しを行 う。  
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Ⅳ．施 策                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 .基 本 的 方 向  

（１）結 婚 ・出 産 ・子 育 てしやすい環 境 整 備 の促 進  

本 市 は 、 第 ２ 子 保 育 料 の 無 料 化 、 不 妊 症 ・ 不 育 症 へ の 治 療 費

助 成 など、 他 市 に 先 んじて子 育 て支 援 の充 実 に取 り 組 んできた結

果 、 合 計 特 殊 出 生 率 は 、 全 国 、 長 崎 県 と 比 較 し ても 高 い 水 準 と な

って い る 。 し かし な が ら、 未 婚 化 、 晩 婚 化 、 少 子 化 、 子 育 て に 関 す る

経 済 的 負 担 な ど に よ り、 総 人 口 に 占 め る 年 少 人 口 の 割 合 は 減 少

傾 向 にある。 

このため、 出 会 い か ら結 婚 ・ 妊 娠 ・ 出 産 ・子 育 て の 希 望 をか なえ

る た め 、 切 れ 目 の な い 支 援 を 行 う ほ か 、 子 育 て 環 境 の 改 善 に 向 け

た啓 発 などを併 せて行 っていく。  

ま た 、 未 来 を 担 う 子 ど も た ち が 夢 を 持 ち 、 力 強 く 生 き 抜 く 力 を 育

む教 育 環 境 づくりに取 り組 む。  

 

2 .具 体 的 な施 策 と重 要 業 績 評 価 指 標 （ＫＰＩ）  

（１）結 婚 ・出 産 支 援   

①出 会 いの場 の創 出 等 による婚 活 支 援  

子 どもを産 み育 てる ための第 一 歩 として、 出 会 いの場 を創 出 し、

婚 姻 数 の増 加 を図 る。  

 

 

 

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎お見 合 いシス テム、 縁 結 び隊 に よる引 き 合 わせ数  

各 年 度 １ ２０ 組 （ ２０１ ８年 度 （ 平 成 ３０ 年 度 ）：９ ８ 組 ）  

 

 

基 本 目 標 １ 結 婚 ・出 産 ・子 育 ての希 望 をかなえる 

まちづくり 

数 値 目 標  
◎合 計 特 殊 出 生 率  

２０２５年 （令 和 ７年 ）までに２．０ 0 

（2018 年 (平 成 ３０年 )：1.90）  
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（主 な取 組 ） ■結 婚 相 談 窓 口 における婚 活 支 援  

■若 者 が集 い、出 会 いの機 会 となる イベントや空 間 づ

くり 

 

②安 心 して妊 娠 ・出 産 ができる環 境 づくり  

安 心 し て 妊 娠 ・ 出 産 で き る よ う 、 乳 幼 児 ・ 妊 婦 健 康 診 査 事 業 、

産 後 ケ ア 事 業 な ど に よ る 母 子 の 健 康 増 進 、 子 育 て に 対 す る 経 済

的 負 担 を 軽 減 する など、 妊 娠 期 から 子 育 て期 にわたる 切 れ 目 のな

い支 援 を行 う。  

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■乳 幼 児 ・妊 婦 健 康 診 査 事 業  

■産 後 ケア事 業  

■子 ども医 療 費 助 成 事 業  

■ プ レ マ マ サ ポ ー ト 組 織 の 育 成 や 妊 活 セ ミ ナ ー 等 の

開 催  

 

（２）子 育 て支 援 の充 実    

①子 育 て環 境 の充 実  

保 育 士 の確 保 や 入 所 に関 するきめ細 かな相 談 体 制 の整 備 など

保 育 を必 要 とする子 ども を受 け入 れる 環 境 整 備 を図 るとともに、放

課 後 における安 全 ・安 心 な児 童 の受 け皿 となる放 課 後 児 童 クラブ

の 整 備 を 促 進 す る こと で 、 保 護 者 の 就 労 支 援 及 び 育 児 支 援 を行

う 。  ま た 、 子 ど も た ち の 安 全 ・ 安 心 ・ 快 適 な 学 習 環 境 の 整 備 を 行

う。 

 

 

 

 

 

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎待 機 児 童 数  

各 年 度 ０ 人  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： ７０ 人 ）  

◎放 課 後 児 童 ク ラブ を 利 用 す る児 童 数  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに２ ，３１ ７ 人  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： １，７ ４６ 人 ）  

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎妊 婦 健 診 受 診 率  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに９ ７．０％  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： ９５． ９％）  
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（主 な取 組 ）■教 育 保 育 施 設 給 付 事 業  

■障 害 児 保 育 推 進 事 業  

■ 施 設 型 病 児 保 育 事 業 （ 施 設 型 病 児 ・ 病 後 児 保

育 事 業 ） 

■放 課 後 児 童 クラブ育 成 事 業  

■小 ・中 学 校 施 設 の快 適 性 ・安 全 性 向 上 への取 組  

■子 どもの事 故 防 止 への取 組  

■保 育 施 設 の入 所 等 に関 するきめ細 やかな案 内  

 

②地 域 全 体 で子 育 てを支 援 する環 境 づくり  

核 家 族 化 に よ り 子 育 て の 世 帯 の 負 担 が 増 大 す る 中 、 そ の 負 担

を軽 減 するため、身 近 な地 域 ぐるみで子 育 てを支 援 する 環 境 づくり

を進 める。 

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■地 域 子 育 て支 援 拠 点 事 業  

■地 域 子 育 て環 境 づくり の促 進  

■経 験 豊 富 な高 齢 者 を活 用 した子 育 て支 援  

■三 世 代 近 居 同 居 事 業 の推 進  

 

（３）子 どもたちが夢 を持 ち、力 強 く生 き抜 く力 を育 む教 育 環 境 づくり    

①豊 かな学 びの実 現  

未 来 を 担 う 子 ど も た ち の 基 礎 学 力 の 定 着 に 加 え 、 応 用 力 や 語

学 力 な ど 更 に 視 野 を 広 げ 、 新 た な 課 題 に 挑 戦 で き る 学 力 の 向 上

を図 る。 

 

 

 

 

 

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎子 育 て支 援 セ ンタ ーの利 用 者 数  

各 年 度 １ ４２， ０００ 人  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： １１３ ，４６８ 人 ）  

 

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎ 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 平 均 正 答 率 の 全 国 比 （ 全 国 を １ ０ ０

とした 値 ）  

各 年 度 、い ずれの調 査 も１０ ０.0 以 上  

（２０１９ 年 度 （ 令 和 元 年 度 ）： 中 学 国 語 ９７．０ 、 数 学 ９７ ．８ 、  

英 語 ９ ３．８  

小 学 国 語 ９ ３．８ 、 算 数 ９ ４．５ ）  
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（主 な取 組 ） ■小 ・中 学 校 教 育 用 ＩＣＴ機 器 活 用 事 業  

■英 語 力 向 上 対 策 事 業  

■幼 児 教 育 から義 務 教 育 までの 連 携  

■土 曜 学 習 による学 習 習 慣 ・学 習 意 欲 向 上 支 援  

■学 校 における地 域 人 材 の積 極 的 活 用  

 

②ふるさとへの愛 着 を育 む「ふるさと 教 育 」の充 実  

小 ・中 学 生 が 、郷 土 大 村 の 歴 史 や文 化 、自 然 、 風 土 を 学 ぶ 「ふ

るさと教 育 」の充 実 を図 り、子 どもたちの郷 土 愛 を育 む。  

 

 

 

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■小 中 学 校 郷 土 史 クラブの活 動 支 援  

■ 大 村 の 歴 史 、 風 土 、 文 化 、 産 業 な ど を 学 ぶ た め の

取 組  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎ 学 校 評 価 の ふ る さ と 教 育 の 項 目 に お い て 、 「 よ い 」 と 評 価 し た 児

童 生 徒 の割 合  

2025 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに７ ６ . 0%  

（2019 年 度 （ 令 和 元 年 度 ）： ７１．６％ ）  
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1 .基 本 的 方 向  

（１）企 業 誘 致 や地 場 産 業 の育 成 による商 工 業 の振 興  

企 業 誘 致 に よる 新 たな 雇 用 の 場 を 確 保 す るとと もに、 販 路 拡 大

や 人 材 育 成 な ど 地 場 産 業 の 育 成 を 進 め 、 地 域 経 済 の 活 性 化 に

取 り組 む。 

ま た 、 創 業 支 援 を 充 実 す る と と も に 本 市 の 地 域 資 源 を 活 か し た

大 村 独 自 の商 品 開 発 を支 援 し、企 業 等 の育 成 に取 り組 む。  

 

（２）農 林 水 産 業 者 の所 得 向 上 と安 心 して就 業 できる環 境 づくり  

ス マ ー ト 農 業 に よ る 省 力 化 や 環 境 制 御 技 術 導 入 に よ る 多 収 穫

化 など を 支 援 し、 農 林 水 産 業 者 の 所 得 向 上 を 図 る 。また、 就 業 体

験 や 経 営 支 援 な ど に 取 り 組 み 、 就 業 者 の 確 保 ・ 育 成 を 図 る 。 さ ら

に、農 林 水 産 物 のＰ Ｒや販 路 拡 大 などに取 り組 む。  

 

 

 

 

基 本 目 標 2 安 心 して働 けるまちづくり 

 

数 値 目 標  

◎大 村 市 産 業 支 援 センター又 は創 業 塾 を介 した創 業  

件 数  

2025 年 度 （令 和 ７年 度 ）までに累 計 105 件  

（2019 年 度 （令 和 元 年 度 ）：累 計 74 件 ） 

◎新 工 業 団 地 への就 業 者 数  

２０２５年 度 （令 和 ７年 度 ）までに１，０００人  

※２０１９年 （平 成 ３１年 ）４月 分 譲 開 始  

◎農 林 水 産 業 の新 規 就 業 者 数  

各 年 度 １６人  

（２０１８年 度 （平 成 ３０年 度 ）：１６人 ）  
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2.具 体 的 な施 策 と重 要 業 績 評 価 指 標 （ＫＰＩ）  

（１）雇 用 の創 出  

①地 場 産 業 の振 興  

中 小 企 業 の振 興 を図 るため、新 しいモノ づくり・コトづくりや、新

たな販 路 拡 大 などに挑 戦 しようとする意 欲 ある中 小 企 業 に対 し支

援 を行 う。また、産 業 支 援 センターのホームページや本 市 の企 業 紹

介 サイト「おむナビ」 を活 用 した情 報 発 信 を行 う  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■新 商 品 の開 発 、ブランド化  

■産 業 支 援 センター運 営 事 業  

■地 場 企 業 の販 売 力 強 化 支 援  

■企 業 間 連 携 及 びマッチングによる産 業 振 興 の促 進  

■特 産 品 販 路 開 拓 事 業  

 

②人 材 育 成 、創 業 支 援  

企 業 等 と連 携 を 図 り 、人 材 の 育 成 ・確 保 に 取 り 組 み 、 高 い 技 術

力 ・経 営 力 を持 った 企 業 等 を 育 成 する 。また、 創 業 塾 の開 催 など、

新 たな雇 用 を創 出 する。 

 

 

 

 

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎じげた まグ ランプ リ（ 隔 年 開 催 ） 出 展 商 品 数  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに２ ０ 点 / 年  

（２０１９ 年 度 （ 令 和 元 年 度 ）： １４ 点 / 年 ）  

◎産 業 支 援 センタ ー への年 間 相 談 件 数   

各 年 度 ９ ００ 件  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： ８ ５３ 件 ）  

◎大 都 市 での物 産 展 来 場 者 数  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに３ ０，０ ０ ０人  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： ３０， １０６ 人 ）  

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎市 内 高 校 卒 業 者 の市 内 企 業 への就 職 率  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに 20 .0％  

（2019 年 度 （ 令 和 元 年 度 ）： 16.5％）  
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（主 な取 組 ） ■創 業 塾 開 催  

■高 校 生 等 に向 けた市 内 企 業 の周 知 活 動 の促 進  

■創 業 に向 けた各 種 マッチング機 能 の創 設 （コワーキ

ングスペース、Ｗｅｂ等 ） 

■地 場 企 業 の人 材 育 成 支 援  

 

③市 内 への企 業 誘 致  

企 業 誘 致 を積 極 的 に推 進 し、新 たな雇 用 の場 を確 保 する。 

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■企 業 誘 致 推 進 事 業  

■空 き工 場 等 の積 極 的 な情 報 発 信  

 

④多 様 な世 代 の就 労 支 援  

高 齢 者 等 の 多 様 な世 代 の就 労 支 援 や 保 育 士 などの 有 資 格 者

の潜 在 的 な就 労 希 望 者 の掘 り起 こしに取 り組 む。 

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■シルバー人 材 センター事 業  

■待 機 児 童 解 消 緊 急 保 育 士 確 保 事 業  

 

（２）農 林 水 産 業 の振 興   

①就 業 者 の確 保 ・育 成  

大 村 の 農 林 水 産 業 の 魅 力 を 発 信 す る と と も に 、 就 業 者 の 継 続

的 か つ 安 定 し た 経 営 を 図 る た め 、 就 業 者 に 対 す る 経 営 支 援 と 新

規 就 業 者 の発 掘 ・育 成 に取 り組 む。  

 

 

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎新 工 業 団 地 売 却 区 画 数  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに４ 区 画  

（２０１９ 年 度 （ 令 和 元 年 度 ）： １ 区 画 ）  

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎大 村 市 シルバー 人 材 セ ンター 会 員 数  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに９ ００ 人  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： ７３２ 人 ）  

 

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎認 定 農 業 者 数  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに３ ００ 人  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： ２２３ 人 ）  
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（主 な取 組 ） ■農 業 漁 業 などにおける就 業 者 の確 保 ・育 成  

■新 規 就 業 者 に対 する継 続 的 支 援  

■集 落 営 農 の推 進   

■新 規 就 農 者 の発 掘 と育 成  

 

②所 得 向 上  

農 林 水 産 物 の 生 産 コストの削 減 や 労 力 の軽 減 、 多 収 量 化 など

を促 進 し、農 林 水 産 業 者 の 所 得 向 上 に取 り組 む。 

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■大 村 の農 業 を新 たに担 う「担 い手 」づくり事 業  

■ ス マ ー ト 農 業 に よ る 生 産 コ ス ト の 低 減 と 労 力 の 軽

減 等 に対 する支 援  

■環 境 制 御 技 術 導 入 による 収 量 の増 加 と品 質 向 上

に対 する支 援  

■6 次 産 業 化 の推 進  

■農 林 水 産 業 者 と連 携 した販 路 拡 大  

 

③消 費 拡 大 の取 組 推 進  

農 業 体 験 やイベント等 による農 水 産 物 の PR のほか、大 消 費 地

に お け る 飲 食 店 等 と 連 携 し た 販 路 拡 大 な ど 、 消 費 拡 大 の 取 組 を

推 進 する。 

 

 

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■農 業 体 験 やイベント等 による農 林 水 産 物 のＰＲ 

■東 京 都 など大 消 費 地 における飲 食 店 との連 携  

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎認 定 農 業 者 の平 均 農 業 所 得  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに５ ２０ 万 円  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： ４３５ 万 円 ）  

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎農 業 及 び水 産 業 イ ベント 来 場 者 数  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに 28 ,0 0 0 人  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： 27 ,000 人 ）  

◎市 産 品 応 援 店 数  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに１ ０ 件  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： ０ 件 ）  
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1 .基 本 的 方 向  

（１）交 流 人 口 の拡 大 と魅 力 ある滞 在 型 観 光 地 づくり  

豊 か な 自 然 や 歴 史 的 な 史 跡 な ど を 活 か し 、 近 隣 の 市 や 町 と 連

携 した滞 在 型 観 光 メニューを開 発 するなど、魅 力 的 な滞 在 型 観 光

地 づくりに取 り組 む 。空 港 や高 速 道 路 、 ２０２２年 度 （令 和 ４ 年 度 ）

に 開 業 予 定 の 九 州 新 幹 線 西 九 州 ル ー ト を 活 か し 、 観 光 ツ ア ー の

企 画 開 発 や 観 光 客 の 受 入 環 境 の 整 備 な ど を 進 め 、 交 流 人 口 の

拡 大 に取 り組 む。 

 

（２）移 住 ・定 住 の促 進  

本 市 は 、 県 の 中 央 に 位 置 す る 地 理 的 優 位 性 や イ ン フ ラ 整 備 を

進 めてきたことなどにより、県 内 自 治 体 からの転 入 が多 い反 面 、県

外 からの転 入 が少 ない状 況 にある。  

このため、 大 村 市 移 住 施 策 に関 するター ゲット方 針 に基 づき 、 福

岡 ・ 東 京 な ど の 都 市 圏 を 中 心 と し た 「 ２ ０ 代 ～ ３ ０ 代 の 子 育 て 世

代 」の移 住 ・定 住 を積 極 的 に進 める。 

また、 将 来 的 な 移 住 に向 け た裾 野 を 拡 大 する ために、 関 係 人 口

の創 出 と拡 大 を図 る。  

 

2 .具 体 的 な施 策 と重 要 業 績 評 価 指 標 （ＫＰＩ）  

（１）観 光 振 興 による交 流 人 口 の拡 大  

①観 光 地 の魅 力 向 上  

地 域 資 源 を活 かした、特 色 ある観 光 振 興 に取 り組 み、交 流 人

口 の拡 大 を図 る。 

 

基 本 目 標 3 住 んでみたい、訪 れてみたいまちづくり 

数 値 目 標  
◎観 光 客 延 数  

２０２５年 （令 和 ７年 ）までに 2,600,000 人  

（２０１８年 （平 成 ３０年 ）： 1,970,000 人 ） 
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（主 な取 組 ） ■本 市 の特 性 を活 かした着 地 型 観 光 の推 進  

■ 野 岳 湖 、 大 村 湾 な ど の 自 然 を 活 か し た イ ベ ン ト や

観 光 メニューづくり 

■修 学 旅 行 、コンベンションの誘 致  

■花 、食 、歴 史 及 びキリシタン史 跡 などの魅 力 発 信  

■長 崎 空 港 ～市 内 ・近 隣 エリアへの回 遊 促 進  

■ 新 幹 線 開 業 やシュガーロード（日 本 遺 産 ）など を 

  活 かした誘 客 の促 進  

■ 感 染 症 や 災 害 な ど リ ス ク に 応 じ た 観 光 客 の 安 全 ・

安 心 対 策  

 

②受 入 環 境 の整 備  

観 光 スポットへ Ｗｉ-Ｆ ｉ 環 境 を整 備 し 、国 内 及 び国 外 からの観 光

客 の 受 入 体 制 を 整 え、 多 言 語 対 応 の 観 光 情 報 ア プ リ の 活 用 な ど

による、市 内 周 遊 観 光 を促 進 する。  

 

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■シュガーロード関 連 、観 光 案 内 所 、自 然 を活 かした 

            公 園 などの観 光 客 受 入 環 境 の整 備  

■外 国 人 への観 光 サポート等 、インバウンドへの対 応  

■歴 史 ボランティアガイド 及 び外 国 語 ガイドの育 成  

■ グリーンツーリズムの推 進  

■ ユニバーサルツーリズムの推 進  

 

 

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎市 内 宿 泊 施 設 の 延 べ宿 泊 者 数  

２０２５ 年 （ 令 和 ７ 年 ） までに 450 ,000 人  

（２０１８ 年 （ 平 成 ３ ０ 年 ）：３ ７９， ９３９ 人 ）  

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎外 国 人 観 光 客 宿 泊 者 数  

２０２５ 年 （ 令 和 ７ 年 ） までに５，０ ００ 人  

（２０１８ 年 （ 平 成 ３ ０ 年 ）：２ ，２５ ７ 人 ）  
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（２）移 住 ・定 住  

①市 外 からの移 住 ・定 住 促 進  

相 談 会 の充 実 、情 報 発 信 、体 験 の機 会 の提 供 などの移 住 を促

進 す る 取 組 を 展 開 す る こ と に 加 え 、 関 係 人 口 の 創 出 ・ 拡 大 に よ り

二 拠 点 居 住 や大 村 市 出 身 者 の U ターン促 進 に向 けた取 組 を展

開 する。 

 

 

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■移 住 に関 する相 談 会 及 びイベントの開 催  

■大 村 の魅 力 を積 極 的 に発 信 する シティプロモーショ

ンの展 開  

■移 住 コーディネーターによる寄 り添 い 型 支 援  

■民 泊 や空 き家 等 を活 用 した「おおむら暮 らし体 験 」  

■ＷＥＢやＳＮＳ等 を活 用 した情 報 発 信 ・移 住 促 進  

■大 村 ～つながるプロジェクト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎移 住 ・ 定 住 相 談 件 数  

各 年 度 １ ２０ 件 （ ２０１ ８年 度 （ 平 成 ３０ 年 度 ）：６ ３ 件 ）  

◎ 移 住 件 数 （ 大 村 市 及 び な が さ き 移 住 サ ポ ー ト セ ン タ ー を 介 し た

移 住 件 数 ）  

各 年 度 36 件 （201 8 年 度 （ 平 成 30 年 度 ）：34 件 ）  
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1 .基 本 的 方 向  

（１）快 適 で住 みやすく賑 わいのあるまちづくり 

２ ０ ２ ２ 年 度 （ 令 和 ４ 年 度 ） の 九 州 新 幹 線 西 九 州 ル ー ト の 開 業

を控 え、本 市 が推 進 する多 極 ネットワーク型 コンパクトシティの実 現

に 向 け 、 市 街 地 内 の 鉄 道 駅 や バ ス 停 留 所 の 周 辺 に 、 居 住 と 都 市

機 能 の 集 約 を 図 る 誘 導 区 域 を 複 数 定 め 、 全 て の 区 域 を 公 共 交

通 で結 ぶネットワーク化 を目 指 す。  

こ の た め 、 居 住 と 都 市 機 能 を 適 正 に 立 地 す る 「 立 地 適 正 化 計

画 」に基 づくまちづくりや、利 便 性 の向 上 に向 けた「公 共 交 通 ネット

ワークの再 構 築 」に取 り組 み、魅 力 的 ま ちづくりを進 めていく。  

ま た 、 本 市 へ 人 を 呼 び 込 み 、 賑 わ い の あ る ま ち づ く り を 推 進 す る

た め 、 新 大 村 駅 周 辺 や 中 心 市 街 地 の 活 性 化 な ど 、 魅 力 的 な ま ち

づくりを進 める。 

 

（２）誰 もが安 全 ・安 心 に暮 らすことのできる地 域 づくり  

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 機 能 の 強 化 や 自 主 防 災 活 動 を 支 え る 人 材 育

成 によって、安 全 ・安 心 に暮 らせるまちづくりを推 進 するととも に、特

に人 口 減 少 がみられる市 街 地 周 辺 部 においては、住 民 が安 心 して

住 み続 けることが出 来 るよう、 地 域 とともに環 境 整 備 に取 り組 む。 

 

 

 

数 値 目 標  
◎転 入 超 過 数  

２ ０ ２ ５ 年 （ 令 和 ７ 年 ） ま で の ６ か 年 間 で ５ ， ０ ０ ０ 人 増

加  

（２０１８ 年 （平 成 ３ ０年 ） ：２０ １４ 年 （ 平 成 ２６ 年 ）か ら

１，６０６人 増 加 ） 

 

 

基 本 目 標 4 ひとが集 う、安 心 して暮 らすことができる

魅 力 的 なまちづくり 
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（３）すべての人 が住 み慣 れた地 域 で、活 き活 きと暮 らせる都 市 づくり  

高 齢 化 が 進 ん で い る た め 、 現 在 市 が 推 進 し て い る 地 域 包 括 ケ

アシステムを活 用 し、子 どもから高 齢 者 まですべての 人 が健 康 で自

分 ら し く 活 き 活 き と 暮 ら せ る 「 健 康 ま ち づ く り 」 に 取 り 組 み 、 健 康 寿

命 の延 伸 を図 る。 

 

（４）スポーツによる地 域 活 性 化  

スポー ツを 通 した 市 民 の 健 康 増 進 と ま ちの 活 力 を 創 出 す るため 、

スポーツの大 会 や合 宿 の誘 致 等 を推 進 する。 

 

2 .具 体 的 な施 策 と重 要 業 績 評 価 指 標 （ＫＰＩ）  

（１）都 市 基 盤 の充 実   

①多 極 ネットワーク型 コンパクトシティ の推 進  

コンパクトで 機 能 的 な都 市 づ くりを 目 指 し、都 市 計 画 マ スタ ープ

ラ ン の 推 進 と 併 せ 、 利 便 性 の 高 い 公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 再 構 築

に取 り組 み、快 適 で住 みやすいまちづくりを進 める。  

ま た 、 市 街 地 周 辺 部 に お い て も 、 地 域 住 民 の 生 活 利 便 性 の 向

上 はもとより、地 場 産 業 の振 興 や観 光 交 流 の促 進 など、地 域 の魅

力 向 上 に寄 与 する道 路 ネットワークの整 備 と保 全 を推 進 する。  

 

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■区 域 内 誘 導 のための 取 組 検 討  

■都 市 構 造 再 編 集 中 支 援 事 業  

■地 域 公 共 交 通 計 画 策 定 事 業  

■地 方 創 生 道
み ち

整 備 推 進 交 付 金 事 業  

■新 幹 線 を活 かしたまちづくり  

■地 域 公 共 交 通 ネットワークの再 構 築  

■長 崎 空 港 の２４時 間 化 の促 進  

 

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎道 路 や公 共 交 通 の利 用 に 関 する市 民 満 足 度  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに５ ０ . 0％  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： ３９． ２％）  
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（２）人 が集 う魅 力 あるまちづくり    

①賑 わいの創 出  

「コレモおおむら」、「市 民 交 流 プラザ・プラットおおむら」、「ミライ

on 」 を ３ 核 と し て ア ー ケ ー ド を １ モ ー ル と し た 「 ３ 核 １ モ ー ル 」 を 積 極

的 に 活 用 し、 中 心 市 街 地 の 更 なる 賑 わい を 創 出 す る 。ま た、 「 道 の

駅  長 崎 街 道 鈴 田 峠 」 や ２ ０ ２ ２ 年 度 （ 令 和 ４ 年 度 ） 開 業 予 定 の

新 大 村 駅 周 辺 な ど の 拠 点 施 設 を 活 か し た 交 流 人 口 の 拡 大 を 図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■ミライｏｎと連 携 した賑 わいの創 出  

■ 「 道 の 駅  長 崎 街 道 鈴 田 峠 」 を 活 用 し た 交 流 の 推

進  

■若 者 が集 まるイベント 等 の開 催  

■新 幹 線 アクションプラン事 業  

 

②大 学 等 の誘 致 ・連 携  

若 者 の 流 入 に よ る 地 域 活 性 化 の た め に 、 魅 力 あ る 大 学 等 の 誘

致 を 推 進 し、 地 域 産 業 及 び 関 係 人 口 の創 出 ・ 拡 大 に つな げる。 ま

た、大 学 等 との協 働 ・協 力 関 係 を構 築 し、地 域 課 題 の解 決 に向 け

た取 組 を行 うために連 携 協 定 の締 結 を推 進 する。  

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■大 学 等 の誘 致 推 進  

■大 学 等 と連 携 した地 域 課 題 解 決 に向 けた取 組  

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎中 心 市 街 地 歩 行 者 通 行 量  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに 7 ,300 人 / 日  

（2019 年 度 （ 令 和 元 年 度 ）： 6,2 64 人 / 日 ）  

◎「 道 の駅  長 崎 街 道 鈴 田 峠 」 の年 間 利 用 者 数  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに 25 0,0 00 人  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： ２３４ ，５５２ 人 ）  

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎大 学 等 と の連 携 協 定 数  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに５ 件  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： ４ 件 ）  
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（３）地 域 住 民 が安 全 ・安 心 で健 やかに活 き活 きと暮 らせるまちづくり  

①地 域 コミュニティ機 能 の 強 化  

地 域 の 課 題 を 地 域 ぐる み で 取 り 組 む こ とで 、 地 域 コ ミ ュ ニ ティ の

強 化 を 図 る と と も に 、 自 主 防 災 組 織 の 普 及 に 努 め 、 安 全 ・ 安 心 に

暮 らせるまちづくりを進 める。  

 

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■住 民 主 導 型 地 域 活 性 化 事 業  

■地 域 防 災 推 進 事 業  

■地 域 コミュニティ機 能 の意 識 啓 発  

■ICT（アプリ・Web）を活 用 した情 報 発 信  

■オープンデータ等 の提 供 による地 域 活 性 化 の促 進  

 

②高 齢 者 が活 き活 きと暮 ら せるまちづくり 

平 均 寿 命 の 延 伸 に 伴 い 、 高 齢 者 人 口 が 増 え る こ と か ら 、 地 域

包 括 ケアシステムを 活 用 し、高 齢 者 が元 気 に安 心 して暮 らせるまち

づくりを推 進 する。 

 

 

 

 

 

（主 な取 組 ） ■高 齢 者 の健 康 づくりと介 護 予 防 の推 進  

■認 知 症 サポーターの養 成  

■在 宅 医 療 ・介 護 連 携 推 進 事 業  

 

 

 

 

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎自 主 防 災 組 織 の 結 成 率  

２０２５ 年 度 （ 令 和 ７ 年 度 ） までに６ ０ . 0％  

（２０１８ 年 度 （ 平 成 ３ ０年 度 ）： ５４． ７％）  

重 要 業 績 評 価 指 標 （ ＫＰＩ ）  

◎65 歳 以 上 の 中 ・ 重 度 要 介 護 認 定 者 の割 合  

各 年 度 30 .8％  

（２０１ 9 年 度 （ 令 和 元 年 度 ）： 31.2％）  
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V．資 料                                                   

1 .大 村 市 の人 口 推 移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .将 来 人 口 推 計  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 典 ： 国 勢 調 査 、 お お む ら の 統 計  

※ 各 年 1 0 月 1 日 現 在  

出 典 ：  国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 （ 社 人 研 ） 推 計 『 日 本 の 地 域 別 将 来 推 計 人 口 』  

大 村 市 人 口 ビ ジ ョ ン  

※ 各 年 1 0 月 1 日 現 在  

( 人 )  

( 人 )  
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3.自 然 増 減 （出 生 数 ・死 亡 数 ）  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 .社 会 増 減 （転 出 ・転 入 ）  

 

 

 

 

(1 )県 外 間 異 動 の推 移  

 

 

 

 

 

 

 

 

出 典 ： 長 崎 県 異 動 人 口 調 査  

※ 集 計 期 間 1 月 ～ 1 2 月 （ 2 0 1 9 年 は 大 村 市 に よ る 集 計 値 ）  

出 典 ： 長 崎 県 異 動 人 口 調 査  

※ 集 計 期 間 1 月 ～ 1 2 月  

出 典 ： 長 崎 県 異 動 人 口 調 査  

※ 集 計 期 間 1 月 ～ 1 2 月  

 

( 人 )  

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

（平成25年）（平成26年）（平成27年）（平成28年）（平成29年）（平成30年）（令和元年）

出生数 1,007 922 981 965 955 989 888

死亡数 842 860 823 894 854 922 869

自然増減 165 62 158 71 101 67 19

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

（平成25年） （平成26年） （平成27年） （平成28年） （平成29年） （平成30年） （令和元年）

県外間移動 -212 -322 -209 -186 -227 -318 -249

県内間移動 591 607 485 604 668 789 864

社会増減 379 285 276 418 441 471 615

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

（平成25年） （平成26年） （平成27年） （平成28年） （平成29年） （平成30年） （令和元年）

北海道・東北 57 -17 -6 -5 -8 -7 4

北関東 -2 -6 6 14 12 5 -21

東京圏 -85 -141 -126 -136 -131 -84 -112

中部 -25 -34 -30 -11 20 -8 -20

近畿 -23 -30 -12 -15 -1 -50 -19

中国 11 -19 -76 -18 1 12 -7

四国 9 14 27 18 -22 -9 5

九州・沖縄 -187 -116 -9 -82 -141 -179 -150

外国 -29 -12 -27 -14 27 11 54

不明 62 39 44 63 16 -9 17

合計 -212 -322 -209 -186 -227 -318 -249
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(2)県 内 間 異 動 の推 移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 .高 齢 化 率  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出 典 ： 総 務 省 人 口 推 計 月 報 、 長 崎 県 市 町 村 別 年 齢 別 推 計 人 口 、 大 村 市 住 民 基 本 台 帳  

※ 調 査 日  全 国 ： 1 0 月 1 日 、 長 崎 県 ： 1 月 1 日 、 大 村 市 ： 1 2 月 3 1 日  

出 典 ： 長 崎 県 異 動 人 口 調 査  

※ 網 掛 け … 「 転 入 が 多 い 3 つ の 地 域 」 「 転 出 超 過 の 地 域 」  

※ 集 計 期 間 1 月 ～ 1 2 月  

 

( % )  

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

（平成25年） （平成26年） （平成27年） （平成28年） （平成29年） （平成30年） （令和元年）

長崎市 48 160 98 113 134 185 235

佐世保市 134 61 101 91 131 61 138

島原市 27 28 24 28 29 15 5

諫早市 183 169 136 225 235 295 220

平戸市 9 2 1 10 24 -4 10

松浦市 13 -7 9 5 6 6 0

対馬市 12 29 3 20 -10 21 18

壱岐市 -6 12 -5 15 6 7 20

五島市 15 11 -15 8 8 43 10

西海市 8 3 14 -1 19 -8 0

雲仙市 18 41 28 28 -1 44 24

南島原市 35 18 28 24 25 20 21

西彼杵郡 26 21 0 1 45 37 71

東彼杵郡 61 46 35 25 3 59 67

北松浦郡 -4 1 2 -1 13 4 10

南松浦郡 12 12 26 13 1 4 15

合計 591 607 485 604 668 789 864
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6.総 合 戦 略 と SDGｓとの関 係 表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本 目標

具体的な施策 KPI 主な取組

● ● ●
結婚相談窓口における婚活

支援

若者が集い、出会いの機会

となるイベントや空間づく

り

乳幼児・妊婦健康診査事業
●

産後ケア事業
●

子ども医療費助成事業
●

プレママサポート組織の育

成や妊活セミナー等の開催 ● ●
教育保育施設給付事業

● ● ●
障害児保育推進事業

● ●
施設型病児保育事業（施設

型病児・病後児保育事業） ●
放課後児童クラブ育成事業

●
小・中学校施設の快適性・

安全性向上への取組 ●

子どもの事故防止への取組
●

保育施設の入所等に関する

きめ細やかな案内 ● ● ●
地域子育て支援拠点事業

● ●
地域子育て環境づくりの促

進 ● ●
経験豊富な高齢者を活用し

た子育て支援 ● ●
三世代近居同居事業の推進

小・中学校教育用ＩＣＴ機

器活用事業 ●
英語力向上対策事業

●
幼児教育から義務教育まで

の連携 ●
土曜学習による学習習慣・

学習意欲向上支援 ●
学校における地域人材の積

極的活用 ●
小中学校郷土史クラブの活

動支援 ●

大村の歴史、風土、文化、

産業などを学ぶための取組 ●

●
(1) 雇用の創

出

新商品の開発、ブランド化

産業支援センター運営事業

地場企業の販売力強化支援

●産業支援センターへの年間

相談件数

各年度900件

（2018年度：853件）

企業間連携及びマッチング

による産業振興の促進

●大都市での物産展来場者数

2025年度までに30,000人

（2018年度：30,106人）

特産品販路開拓事業

数値目標

１．結婚・出産・子育ての希望を

かなえるまちづくり

合計特殊出生率：2025年までに2.00

　　　　　　　（2018年：1.90）

(1) 結婚・出

産支援

①出会いの場

の創出等によ

る婚活支援

●お見合いシステム、縁結び

隊による引き合わせ数

各年度120組

（2018年度：98組）

②安心して妊

娠・出産がで

きる環境づく

り

●妊婦健診受診率

2025年度までに97.0

（2018年度：95.9％）

２．安心して働けるまちづくり 大村市産業支援センター又は創業塾を介した創業件数：2025

年度までに累計105件（2019年度：74件）

新工業団地への就業者数：2025年度までに1,000人

※　2019年度（平成31年度）4月分譲開始

農林水産業の新規就業者数：各年度16人

　　　　　　　　　　　　（2018年度：16人）

(2) 子育て支

援の充実

①子育て環境

の充実

●待機児童数

各年度0人

（2018年度：70人）

●放課後児童クラブを利用す

る児童数

2025年度までに2,317人

（2018年度：1,746人）

②地域全体で

子育てを支援

する環境づく

り

●子育て支援センターの利用

者数

各年度142,000人

（2018年度：113,468人）

(3) 子どもた

ちが夢を持

ち、力強く生

き抜く力を育

む教育環境づ

くり

①豊かな学び

の実現

●全国学力・学習状況調査平

均正答率の全国比（全国を

100とした値）

各年度、いずれの調査も

100.0以上

（2019年度：中学国語

97.0、数学97.8、英語

93.8、小学国語93.8、算数

94.5）

②ふるさとへ

の愛着を育む

「ふるさと教

育」の充実

●学校評価のふるさと教育の

項目において、「よい」と評

価した児童生徒の割合

2025年度までに76.0%

（2019年度：71.6%）

①地場産業の

振興

●じげたまグランプリ（隔年

開催）出展商品数

2025年度までに20点/年

（2019年度：14点/年）
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● ● ● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ●

● ● ● ●

● ●

● ●

● ● ●

●

● ●

●

●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ●
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基本 目標

具体的な施策 KPI 主な取組

創業塾開催

高校生等に向けた市内企業

の周知活動の促進

創業に向けた各種マッチン

グ機能の創設（コワーキン

グスペース、Web等）

地場企業の人材育成支援

企業誘致推進事業

空き工場等の積極的な情報

発信

シルバー人材センター事業

待機児童解消緊急保育士確

保事業 ● ● ●
(2) 農林水産

業の振興

農業漁業などにおける就業

者の確保・育成 ●
新規就農者に対する継続的

支援 ●
集落営農の推進

●
新規就農者の発掘と育成

●
大村の農業を新たに担う

「担い手」づくり事業 ●
スマート農業による生産コ

ストの低減と労力の軽減等

に対する支援 ●

環境制御技術導入による収

量の増加と品質向上に対す

る支援
●

6次産業化の推進
●

農林水産業者と連携した販

路拡大 ●
●農業及び水産業イベント来

場者数

2025年度までに28,000人

（2018年度：27,000人）

農業体験やイベント等によ

る農林水産物のPR

●

●市産品応援店数

2025年度までに10件

（2018年度：0件）

東京都など大消費地におけ

る飲食店との連携 ●

●
①観光地の魅

力向上

本市の特性を活かした着地

型観光の推進 ●
野岳湖・大村湾などの自然

を活かしたイベントや観光

メニューづくり
●

修学旅行・コンベンション

の誘致 ●

花、食、歴史及びキリシタ

ン史跡などの魅力発信 ●
長崎空港～市内・近隣エリ

アへの回遊促進 ●
新幹線開業やシュガーロー

ド（日本遺産）などを活か

した誘客の促進

感染症や災害などリスクに

応じた観光客の安全・安心

対策

②受入環境の

整備

●外国人観光客宿泊者数

2025年までに5,000人

（2018年：2,257人）

シュガーロード関連、観光

案内所、自然を活かした公

園などの観光客受入環境の

整備

数値目標

②人材育成、

創業支援

●市内高校卒業者の市内企業

への就職率

2025年度までに20.0％

（2019年度：16.5％）

③市内への企

業誘致

●新工業団地売却区画数

2025年度までに4区画

（2019年度：1区画）

④多様な世代

の就労支援

●大村市シルバー人材セン

ター会員数

2025年度までに900人

（2018年度：732人）

①就業者の確

保・育成

●認定農業者数

2025年度までに300人

（2018年度：223人）

②所得向上 ●認定農業者の平均農業所得

2025年度までに520万円

（2018年度：435万円）

③消費拡大の

取組推進

３．住んでみたい、訪れてみたい

まちづくり

観光客延数：2025年までに2,600,000人

　　　　　（2018年：1,970,000人）

(1) 観光振興

による交流人

口の拡大

●市内宿泊施設の延べ宿泊者

数

2025年までに450,000人

（2018年：379,939人）
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● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ●
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基本 目標

具体的な施策 KPI 主な取組

外国人への観光サポート

等、インバウンドへの対応

歴史ボランティアガイド及

び外国語ガイドの育成

グリーンツーリズムの推進
●

ユニバーサルツーリズムの

推進

(2) 移住・定

住

移住に関する相談会及びイ

ベントの開催

大村の魅力を積極的に発信

するシティプロモーション

の展開

移住コーディネーターによ

る寄り添い型支援

民泊や空き家等を活用した

「おおむら暮らし体験」

WEBやSNS等を活用した情

報発信・移住促進

大村～つながるプロジェク

ト

区域内誘導のための取組検

討

都市構造再編集中支援事業

地域公共交通計画策定事業

地方創生道整備推進交付金

事業

新幹線を活かしたまちづく

り

地域公共交通ネットワーク

の再構築

長崎空港の24時間化の促進

●中心市街地歩行者通行量

2025年度までに7,300人/

日

（2019年度：6,264人/

日）

ミライｏｎと連携した賑わ

いの創出

「道の駅　長崎街道鈴田

峠」を活用した交流の推進 ●
若者が集まるイベント等の

開催

新幹線アクションプラン事

業

大学等の誘致推進
●

大学等と連携した地域課題

解決に向けた取組 ● ●
住民主導型地域活性化事業

地域防災推進事業

地域コミュニティ機能の意

識啓発

ICT（アプリ・Web）を活

用した情報発信

オープンデータ等の提供に

よる地域活性化の促進

高齢者の健康づくりと介護

予防の推進 ● ●
認知症サポーターの養成

● ●
在宅医療・介護連携推進事

業 ●

●「道の駅 長崎街道鈴田

峠」の年間利用者数

2025年度までに250,000人

（2018年度：234,552人）

②大学等の誘

致・連携

●大学等との連携協定数

2025年度までに5件

（2018年度：4件）

(3) 地域住民

が安全・安心

で健やかに活

き活きと暮ら

せるまちづく

り

①地域コミュ

ニティ機能の

強化

●自主防災組織の結成率

2025年度までに60.0%

（2018年度：54.7%）

②高齢者が活

き活きと暮ら

せるまちづく

り

●65歳以上の中・重度要介

護認定者の割合

各年度30.8%

（2019年度：31.2%）

●移住件数（大村市及びなが

さき移住サポートセンターを

介した移住件数）

各年度36件

（2018年度：34件）

４．ひとが集う、安心して暮らす

ことができる魅力的なまちづくり

転入超過数：2025年までの6か年間で5,000人増加

　　　　　（2018年：1,606人増加）

(1) 都市基盤

の充実

①多極ネット

ワーク型コン

パクトシティ

の推進

●道路や公共交通の利用に関

する市民満足度

2025年度までに50.0％

（2018年度：39.2％）

(2) 人が集う

魅力あるまち

づくり

①賑わいの創

出

①市外からの

移住・定住促

進

●移住・定住相談件数

各年度120件

（2018年度：63件）

数値目標



 

34 

 

 

 

 
● ● ●

● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ●

●

●

●

●

●

●

● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

●

● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ●

●

● ● ● ● ●

● ●

● ● ● ●

● ●

● ● ●

● ●

● ● ●

● ●

●
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7. 数 値 目 標 ・ 重 要 業 績 評 価 指 標 （ K P I ） 一 覧 （ 年 度 毎 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

（令和2年度） （令和3年度） （令和4年度） （令和5年度） （令和6年度） （令和7年度）

合計特殊出生率

2025年までに2.00

（2018年：1.90）
1.90 1.92 1.94 1.96 1.98 2.00

●お見合いシステム、縁結び隊による引き合わせ数

各年度120組

（2018年度：98組）

120 120 120 120 120 120

●妊婦健診受診率

2025年度までに97.0％

（2018年度：95.9％）

95.4 95.7 96.0 96.3 96.6 97.0

●待機児童数

　各年度0人

（2018年度：70人）

0 0 0 0 0 0

●放課後児童クラブを利用する児童数

2025年度までに2,317人

（2018年度：1,746人）
2,241 2,261 2,285 2,299 2,317 2,317

●子育て支援センターの利用者数

各年度142,000人

（2018年度：113,468人）

142,000 142,000 142,000 142,000 142,000 142,000

●全国学力・学習状況調査平均正答率の全国比

（全国を１００とした値）

各年度100.0以上

（2019年度：中国97.0、中数97.8、中英93.8、小

国93.8、小算94.5）

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

学校評価のふるさと教育の項目において、「よい」と

評価した児童生徒の割合

2025年度までに７６.0%

（2019年度：７１．６％）

72.0% 72.5% 73.0% 74.0% 75.0% 76.0%

大村市産業支援センター又は創業塾を介した創業

件数

2025年度までに累計105件

（2019年度：累計74件）
80 85 90 95 100 105

新工業団地への就業者数

2025年度までに1,000人

（※２０１９年４月分譲開始）
500 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

農林水産業の新規就業者数

各年度16人増加

（2018年度：16人）
16 16 16 16 16 16

●じげたまグランプリ（隔年開催）出展商品数

2025年度までに20点/年

（2019年度：14点/年）

14 16 16 18 18 20

●産業支援センターへの年間相談件数

各年度900件

（2018年度：853件）

900 900 900 900 900 900

●大都市での物産展来場者数

2025年度までに30,000人

（2018年度：30,106人）

24,500 25,500 26,500 27,500 28,500 30,000

●市内高校卒業者の市内企業への就職率

2025年度までに20.0％

（2019年度：16.5％）

16.9 17.2 17.9 18.6 19.3 20.0

●新工業団地売却区画数

2025年度までに4区画

（2019年度：1区画）

2 4 4 4 4 4

●大村市シルバー人材センター会員数

2025年度までに900人

（2018年度：732人）

750 780 811 843 876 900

●認定農業者数

2025年度までに300人

（2018年度：223人）

255 267 280 287 294 300

●認定農業者の平均農業所得

2025年度までに520万円

（2018年度：435万円）

460 472 484 496 508 520

●農業及び水産業イベント来場者数

2025年度までに28,000人

（2018年度：27,000人）

27,000 27,250 27,500 27,700 27,850 28,000

●市産品応援店数

2025年度までに10件

（2018年度：0件）
5 6 7 8 9 10

基本目標 KPI

数値目標及びＫＰＩ年次計画値

１

結

婚

・

出

産

・

子

育

て

の

希

望

を

か

な

え

る

ま

ち

づ

く

り

２

安

心

し

て

働

け

る

ま

ち

づ

く

り
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※ は数値目標、●はKPI

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

（令和2年度） （令和3年度） （令和4年度） （令和5年度） （令和6年度） （令和7年度）

観光客延数

2025年までに2,600,000人

（2018年：1,970,000人）
2,100,000 2,177,000 2,283,000 2,388,000 2,494,000 2,600,000

●市内宿泊施設の延べ宿泊者数

2025年までに450,000人

（2018年：379,939人）

391,000 403,000 415,000 427,000 439,000 450,000

●外国人観光客宿泊者数

2025年までに5,000人

（2018年：2,257人）

2,710 3,180 3,650 4,080 4,540 5,000

●移住・定住相談件数

各年度120件

（2018年度：63件）

120 120 120 120 120 120

●移住件数（大村市及びながさき移住サポートセン

ターを介した移住件数）

各年度36件

（2018年度：34件）

36 36 36 36 36 36

転入超過数

2025年までの6か年間で5,000人増加

（2018年：２０１４年から１，６０６人増加）
500 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

●道路や公共交通の利用に関する市民満足度

2025年度までに50.0％

（2018年度：39.2％）
40.0 42.0 44.0 46.0 48.0 50.0

●中心市街地歩行者通行量

2025年度までに7,300人/日

（2019年度：6,264人/日）

7,125 7,160 7,195 7,230 7,265 7,300

●「道の駅 長崎街道鈴田峠」の年間利用者数

2025年度までに250,000人

（2018年度：234,552人）

246,000 246,800 247,600 248,400 249,200 250,000

●大学等との連携協定数

2025年度までに5件

（2018年度：4件）

4 4 4 4 4 5

●自主防災組織の結成率

2025年度までに60.0%

（2018年度：54.7%）

56.5 57.2 57.9 58.6 59.3 60.0

●65歳以上の中・重度要介護認定者の割合

各年度30.8%

（2019年度：31.2%）

30.8 30.8 30.8 30.8 30.8 30.8

４

ひ

と

が

集

う

、
安

心

し

て

暮

ら

す

こ

と

が

で

き

る

魅

力

的

な

ま

ち

づ

く

り

基本目標 KPI

数値目標及びＫＰＩ年次計画値

３

住

ん

で

み

た

い

、
訪
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み

た

い

ま

ち

づ

く

り


